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承認番号　21400BZZ00246000

0654-000529C

機械器具（21）内臓機能検査用器具

管理医療機器　特定保守管理医療機器　テレメトリー式生体信号測定装置　32547000

医用テレメータ　ZZ-100P

2005年6月1日作成（様式A第1版）

形状・構造および原理等
本装置は、送信機ZU-110Pおよび受信機ZJ-100Pで構成される
医用テレメータシステムで、主としてER、ICU、リカバリルーム、一
般病棟等における患者の心電図計測を無線テレメータ方式により
連続モニタリングするときに用います。
送信機は、専用ディスポ電極を直接取り付けられる構造になってい
るため、このディスポ電極を患者の胸部に貼り付けることにより心
電図を導出することができます。これにより、患者の拘束感を軽減
し、患者周辺のスパゲティシンドロームの解消も図ります。
送信機で導出した心電図は、電波法第４条第１号に定められた“発射
する電波が著しく微弱な無線局”（微弱無線）に従い、受信機に対し
心電図の送信を行います。
受信機は、送信機から送信された電波を受信処理するための専用
受信機であり、送信機で導出した患者の心電図波形をコネクタか
ら出力します。
受信機と当社製ベッドサイドモニタをECG中継コードを介して接続
することにより、ベッドサイドモニタにて送信機で導出した心電図
のテレメータモニタリングが可能となります。

適用機種
本装置は、ECG中継コードJC-906Pを接続可能な当社製ベッドサ
イドモニタ、または変換アダプタJC-110Pを使用してECG中継
コードJC-005P/008Pを接続可能な当社製ベッドサイドモニタに
使用することができます。

構　成

備　考
/構成品の送信機および受信機は単体での販売も行います。
/本装置に組み合わせて使用できる電極は「ディスポ電極 T ビト
ロード」で、日本光電工業（株）が許可取得または届出済みです。

各部の名称と注意ラベルなどの表示

送信機
「使用上の注意」の項参照 

 電極取付け部  LED表示部 

チャネル銘板  電池収容部 

受信機

「使用上の注意」の項参照 

 電池収容部 

受信状態表示LED 
（P.5参照） 

電池交換表示LED 

電源表示LED 

電源スイッチ 

チャネル銘板 

心電図出力コネクタ 

送信機固定用 
ホック 

フック 

シンボルマークの一覧
本装置には以下のようなシンボルマークが使用されています。シ
ンボルマークが示す名称および意味は、下表のとおりです。
※本装置で使用している名称および意味がJIS規格と異なる場合
は、（　）内に本装置の内容を記載しています。

送信機 受信機

禁忌・禁止
送信機ZU-110Pは、電波法第４条第１号に定められた“発射する電
波が著しく微弱な無線局”（微弱無線）で運用しています。
送信機の分解、修理、再調整、改造は、絶対に行わないでください。
以下の法令に基づき違法行為となります。
・分解、修理、再調整 ...... 電波法
・改造 ................................ 薬事法、電波法

適用対象（患者）［妊婦、産婦、授乳婦および小児等への適用の項参照］
/新生児・低出生体重児への使用

併用医療機器［相互作用の項参照］
/高圧酸素治療装置内での使用
/可燃性麻酔ガスおよび高濃度酸素雰囲気内での使用
/磁気共鳴画像診断装置(MRI装置）
/補助循環装置（IABP装置）
/超音波診断装置

ルボンシ
クーマ 味意・称名

H 照参書文属付、意注

7 力出

性極池電

ルボンシ
クーマ 味意・称名

H 照参書文属付、意注

?
るあの護保動細除 FB

部着装形

）性極池電（

送信機 ZU-110P…1 受信機 ZJ-100P…1
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安全規格上の分類
/送信機 電撃に対する保護の程度 耐除細動BF形装着部

電撃に対する保護の形式 内部電源機器
/受信機 電撃に対する保護の形式 内部電源機器

耐水性

/送信機
IPX0（普通の機器）
ただし、水深30cm以下の水中で3分沈め、電池室を除く機器内
部に水の侵入を認めない。

/受信機
IPX0（普通の機器）

電　源

/送信機
空気亜鉛電池（PR44）................ 1個
（新品電池使用時、約5日間使用可能）

消費電力（最大）............................ 0.008 W以下

［注］アルカリボタン電池（LR44）も使用できますが、空気亜鉛電
池に比べ、使用時の電池寿命は短くなります。
（新品電池使用時、約1日間使用可能）

/受信機
アルカリ単3電池........................... 2本
（新品電池使用時、約5日間使用可能）

消費電力（最大）............................ 0.075 W以下

［注］マンガン電池、ニッカド電池、ニッケル水素電池も使用でき
ますが、アルカリ電池に比べ、使用時の電池寿命は短くなり
ます。

類　種 安目の命寿池電

池電ンガンマ 約の池電リカルア 2/1

池電ドカッニ 約の池電リカルア 4/1 ）時電充満（

池電素水ルケッニ 約の池電リカルア 2/1 ）時電充満（

寸法・質量
/送信機 寸法 W35 mm×H43 mm×D15 mm（突起部含まず）

質量 約20 g（電池含まず）
/受信機 寸法 W70 mm×H197 mm×D30 mm（突起部含まず）

質量 約200 g（電池含まず）

オプション

式型びよお称名 数　個 文注加追
号番

極電ポスィデ T 　ドーロトビ 05-T 1 ×個 05 箱／袋 522G

GCE 　ドーコ継中 P609-CJ 1 229K

　池電鉛亜気空 44RP
）用機信送（ 6 クッパ／個 800X

単リカルア 3 ーワパィデメ　池電
　）用機信受（ 04 箱／個 N540X

ーバカ池電機信送 1 321036

　タプダア換変 P011-CJ 1 ───

原　理
患者体表面に装着した専用ディスポ電極の２電極間に生じた差動
電圧を、送信機にて導出・増幅し、微弱無線にて専用受信機に対し
無線送信します。
受信機は送信機から無線送信された心電図信号を復調し、低域遮
断周波数0.5Hz、高域遮断周波数40Hzで帯域制限して心電図出力
コネクタから心電図波形を1ｍＶ／1ｍＶで出力します。

使用目的、効能または効果

使用目的
本装置は送信機ZU-110P、受信機ZJ-100Pで構成される医用テ
レメータシステムで、主としてER、ICU、リカバリルーム、一般病棟
等における患者の心電図計測を無線テレメータ方式により連続モ
ニタリングするときに用います。
受信機と当社製ベッドサイドモニタをECG中継コードを介して接続
することにより、ベッドサイドモニタにて送信機で導出した心電図
のテレメータモニタリングが可能となります。

品目仕様等

送信機（ZU-110P）

1. 測定項目
波形情報 心電図1CH

2. 送信情報　　
波形データ 心電図波形1CH
ステータスデータ 送信機識別ID

3. 心電図測定部
感度 0.5 kHz／2 mV（RTI）±0.05 kHz

/ 送信機は心電図の振幅変化2mV
（RTI：入力換算）をFM周波数偏移
0.5kHzとして無線送信するため送
信機単体では上記仕様として定義さ
れる。なお受信機ではFM周波数偏移
0.5kHzを心電図の振幅変化2mVと
して復調される。

内部雑音 ５０ μVp-p（RTI）以下
（受信機ZJ-100Pを含む総合特性。）

無歪み最大入力 ±２ ｍＶ以上
（受信機ZJ-100Pを含む総合特性。）

耐分極電圧 ±300 ｍＶ以上
入力インピーダンス 5 MΩ以上
入力回路電流 0.1 μA以下
周波数特性 0.5～40 Hz

（受信機ZJ-100Pを含む総合特性。）

4. 無線通信部
送信周波数帯域 312.00～315.50 MHz
チャンネル間隔 50 kHz
電界強度 500 μV／m（3m法）
332MHz以上の不要輻射

35 μV／m以下（３m法）
周波数許容偏差 ±15 ppm以下
適用法令 電波法第４条第１号に規定する“発射す

る電波が著しく微弱な無線局”（微弱無
線局）

受信機（ZJ-100P）

1. 受信部
受信周波数帯域 312.00～315.50 MHz
チャンネル間隔 50 kHz
受信感度 3.0 dBμVemf以下

（SINAD法による。）

2. 受信情報
波形データ 心電図波形1CH
ステータスデータ 送信機識別ID

3. 心電図出力部
（以下は送信機ZU-110Pを含む総合特性。）
感度 １ mV／１ mV（RTI）±１５ ％
内部雑音 ５０ μVp-p（RTI）以下
無歪み最大入力 ±２ mV以上
周波数特性 ０.５～４０ Hz
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操作方法または使用方法等
専用ディスポ電極の添付文書および接続して使用するベッドサイ
ドモニタの添付文書（含む取扱説明書）を併せてご覧ください。

測定の手順

送信機に電池をセットする 受信機に 
電池をセットする 

.

受信機とモニタを接続する 
.

モニタの設定を変更する 

電極に送信機を取り付ける 
.

電極を患者さんに装着する 
.

受信機の電源をオンにする 
.

モニタリングの開始 

送信機と受信機の 
チャネルを確認する 

. 
準備する 

送信側 受信側 

電極数設定「3」 
誘導設定　「"」 
呼吸設定　「OFF」

送信機と受信機のチャネルを確認する
送信機と受信機のチャネルが同じであるか確認してください。

送信機に電池をセットする
本送信機は空気亜鉛電池（PR44）1個で動作します。新品の電池を
使用すると、約5日間使用することができます。

1. 空気亜鉛電池のシールをはがします。

2. 送信機の裏面の電池カバーを矢印の方向
にスライドさせて開けます。

3. 新しい空気亜鉛電池を極性表示に合わせ
て入れます。

［注］空気亜鉛電池はシールをはがしても、そ
の特性上すぐに駆動しません。シールを
はがして約30秒待って送信機に入れて
ください。
緊急のモニタリングを行う場合は、あらかじめ電池をセットし
ておくか、アルカリボタン電池（LR44）を使用してください。

4. 2.と逆の手順で電池カバーを閉じます。

［注］/送信機に電池を入れても電波は送信されません。送信機に
電極を取り付けて患者さんに装着するとLEDが緑色に点滅
し、送信が開始されます。

/送信機は、空気亜鉛電池（PR44）の他、アルカリボタン電池
（LR44）も使用できます。ただし、アルカリボタン電池は空
気亜鉛電池より使用時の電池寿命が短くなります。

類　種 命寿池電

（池電鉛亜気空 44RP ） 約5 ）時用使品新（間日

（池電ンタボリカルア 44RL ） 約1 ）時用使品新（間日

受信機に電池をセットする
本受信機はアルカリ単3電池2本で動作します。新品の電池を使用
すると、約5日間使用することができます。

1. 受信機の裏面の電池カバーを矢印の方向にスライドさせます。
ロックが解除され、電池カバーが開きます。

2. 新しいアルカリ単3電池2本を極性表示に合わせて入れます。

3. 1.と逆の手順で電池カバーを閉じます。

［注］/電池交換の際は必ず2本同時に新しい電池にしてください。
新しい電池と古い電池を混在させて使用すると、電池の容
量の差により使用時間が短くなるとともに液漏れなどの原
因となります。

/アルカリ電池の他マンガン電池も使用できますが、異なる種
類の電池を混ぜて使用しないでください。マンガン電池は
アルカリ電池より容量が少ないため（アルカリ電池の約1/
2）、使用時間が短くなります。

チャネルが同じものを
使用してください。
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受信機とベッドサイドモニタの接続
ECG中継コードJC-906Pを介して、受信機とベッドサイドモニタを
接続します。（ECG中継コードJC-005P/008Pを使用してベッドサイドモニ
タに接続する場合は、オプションの変換アダプタJC-110Pが必要です。）

1. ECG中継コードを受信機のコネクタに接続します。

2. ECG中継コードのもう一方のコネクタをベッドサイドモニタの
“ECG”コネクタに接続します。

ベッドサイドモニタの 
“ECG”コネクタへ 

3. ベッドサイドモニタの電源をオンにして、設定を変更します。
・電極数設定 ....................... 3
・心電図誘導設定..............."誘導
・呼吸設定............................ OFF
（ベッドサイドモニタの取扱説明書参照）

［注］/受信機は、ECG中継コードJC-906Pを接続可能な当社製
ベッドサイドモニタ、または変換アダプタJC-110Pを使用し
てECG中継コードJC-005P/008Pを接続可能な当社製
ベッドサイドモニタに使用できます。
中継コードを改造するなどして接続を認めていないベッド
サイドモニタには使用しないでください。

/接続するベッドサイドモニタの電極数設定を「3」以外（「6」ま
たは「10」）にすると、受信機の受信状態が正常であっても、
「電極確認」などのメッセージが表示され、心電図が表示さ
れなくなります。

送信機と受信機の電源オン／オフ

送信機
電池をセットすると電源がオンになり、電池を取り出すと電源がオ
フになります。

［注］空気亜鉛電池はシールをはがすと活性化が始まり、未使用の
状態でも劣化します。シールをはがした後は長期保管できま
せん。

〈送信の停止〉
「電池を送信機に挿入したままで電極と接続していない」または
「患者さんから電極が外れている」状態では、送信が停止し、待機
状態になります。この状態では消費される電力が低減されますが、
内部回路の一部は動作しているため、電池は消耗します。
待機状態が1週間続くと、空気亜鉛電池（PR44）では電池寿命が
約2/3になります。

受信機
電源スイッチを押すと、電源がオンになります。
再度電源スイッチを押すと、電源がオフになります。オフにする場
合は、電源スイッチを1秒以上押し続けてください。

［注］電源スイッチを強く押し続けないでください。スイッチ部故障
の原因となります。

測定操作

電極に送信機を取り付ける、電極を患者さんに装着する
専用のディスポ電極を使用します。詳細は「ディスポ電極 T ビト
ロード」の添付文書をご覧ください。

1. 専用電極の電極素子に、電池をセットした送信機の電極取付け部
を合わせて取り付けます。

2. 台紙から電極をはがします。はがすとき、電極裏面の粘着面に指
が触れないように注意してください。

1

2

［注］/送信機を逆向きに取り付けないでください。
/必ず送信機と電極を接続してから患者さんに装着してくだ
さい。患者さんに電極を装着してから送信機を接続すると、
患者さんの胸部に不要な力を加えることになります。

/発汗などにより電極がはがれやすくなったときは、サージカ
ルテープなどで電極を固定してください。

/接触が悪くなった電極は、速やかに新しいものと交換してく
ださい。皮膚と電極間の接触抵抗値が上昇し、測定波形の信
頼性が損なわれることがあります。

/専用電極は数回貼りかえられますが、長時間の使用により装
着面が乾燥したり、貼りかえによって装着面が汚れたり、水
分などが付着して粘着力が弱くなったときは、新しい電極と
交換してください。

3. 送信機を取り付けた電極を患者さんに装着します。
推奨装着位置：左胸部鎖骨下

［注］/本送信機は専用電極の電極間の心電図を導出しています。
通常患者さんの左胸部鎖骨下付近に装着すると良好な心電
図が得られますが、心電図が小さい場合は、良好な心電図が
得られる位置に装着部位を変更してご使用ください。
【例】左鎖骨下付近にカニューレが挿入されている場合は、

左鎖骨下付近を避け、心臓を挟む位置または下腹部な
どに装着してください。

/専用電極および送信機はレントゲンに写ります。レントゲン
撮影時は電極装着位置を撮影範囲外に変更するか、専用電
極と送信機を取り外してください。

〈手順は次ページに続きます。〉

電極素子

台紙

専用ディスポ電極

送信機

緑色に点滅

電源スイッチ
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4. 電極を装着すると送信機のLEDが緑色に点滅し、心電図の送信
を開始します。専用受信機を接続したベッドサイドモニタの誘導
設定が“"誘導”に、また呼吸設定が“OFF”に設定されているこ
とを確認してください。

［注］/送信機には呼吸測定機能はありません。ベッドサイドモニタ
の呼吸設定を“OFF”にしてご使用ください。

/ベッドサイドモニタの誘導設定を"誘導以外に設定しても
心電図は表示されますが、表示感度が低くなります。

/モニタ画面上は"誘導表示ですが、本送信機は、電極間に
生じた差動電位を測定する双極誘導になります。

/送信機のLED点滅は、送信状態を示すものであり、患者さん
の心拍を表示するものではありません。

/心電図の状態によっては、ベッドサイドモニタの不整脈解析
が適切に行われないことがあります。このような場合は電極
の装着位置を変更して対処してください。

モニタリングの開始
正常に受信すると接続しているベッドサイドモニタの画面に心電図
が表示されます。
モニタの画面に心電図が表示されない、または「電極確認」などの
メッセージが表示される場合は以下の確認をしてください。

/受信機とベッドサイドモニタが中継コードで接続されているか。
「受信機とベッドサイドモニタの接続」（P.4）参照

/受信機のLED表示は正常か。

DEL 示表 因　原 法方処対

灯点色緑 。すまいてし信受に常正

滅点色黄

装にんさ者患が機信送
たま、いないてれさ着

るいてれ外は

を極電と機信送にんさ者患
。いさだくてし着装

接の極電用専と機信送
良不触

極電用専てし掃清を機信送
再にんさ者患、け付り取に

。いさだくてし着装

し耗消が池電の機信送
し着装にんさ者患（た
の機信送、がるいて

DEL ）るいてし灯消が

くてし換交を池電の機信送
。いさだ

受が波電のらか機信送
送（いなか届でま機信
が離距の機信受と機信

）るいてれ離

の機信受 DEL 灯点に色緑が
受と機信送、でま離距るす
。いさだくてけづ近を機信

約（ m3 ）内以

滅点色赤

別識の機信送 DI 認確を
中

一の前始開信受が滅点色赤
あ題問ばれあでのもな的時

。んせまり

い強りよ波電の機信送
るあが波電害妨

てけづ近を機信受と機信送
速、は合場るけ続し滅点も
、かるす止中を用使にかや
を源電の類器機子電の囲周
、てしどなるすフオ／ンオ
排し定特を因原の波電害妨

。いさだくてし除

灯　消

し入投を源電の機信受
いないて

くてし入投を源電の機信受
。いさだ

し耗消が池電の機信受
るいて

を池電の機信受 2 新もと本
さだくてし換交とのもいし

。い

［注］受信機のLEDの点滅・点灯は、受信状態および受信機の作動
状態を示すものであり、患者さんの心拍や生体情報アラーム
を表示するものではありません。

/受信機の電池交換表示LEDが黄色点滅していないか。

トラブル時の対策
以下の事項を確認しても現象が改善されない場合は、当社営業員
までご連絡ください。

象　現 因　原 法方処対

ンオを源電の機信受
のタニモ、もてしに
れさ示表も何に面画

いな

チの機信受と機信送
いてし致一がルネャ

いな

と機信送のルネャチじ同
さだくてし用使を機信受

。い

装が極電にんさ者患
かもにるいてれさ着
サドッベ、ずらわか
極電「にタニモドイ
セッメのどな」認確

るれさ示表がジー

接がタニモと機信受
いないてれさ続

ーコ継中をタニモと機信受
。いさだくてし続接でド
ニモドイサドッベと機信受「

（」続接のタ 4.P 照参）

っ入が池電に機信送
、はたま、いないて
るいてし耗消が池電

の機信送 DEL 点に色緑が
認確をとこいないてし滅
池電いし新にかや速、し

。いさだくてし換交と
を池電に機信送「 」るすトッセ

（ 3.P 照参）

っ入が池電に機信受
電はたま、いないて

るいてし耗消が池

をチッイス源電の機信受
示表源電もてし押 DEL 緑が

確をとこいなし灯点に色
電いし新にかや速、し認
。いさだくてし換交と池

を池電に機信受「 」るすトッセ
（ 3.P 照参）

が波電のらか機信送
いなか届でま機信受
の機信受と機信送（
）るいてれ離が離距

示表態状信受の機信受
DEL まるす灯点に色緑が

距の機信受と機信送、で
。いさだくてけづ近を離

約（ m3 ）内以

ーシの池電鉛亜気空
にぐすてしがはをル
れ入を池電に機信送

た

、てし出り取を池電度一
び再らかてっ待くらばし

。いさだくてしトッセ
を池電に機信送「 」るすトッセ

（ 3.P 照参）

設の数極電のタニモ
「が定 3 なに外以」
るいてっ

を定設の数極電のタニモ
「3 。いさだくてしに」

悪が態状信受の波電
い

ルネャチじ同でく近
るいてっ使を

しにフオを源電の機信送
に信受常正が機信受もて
チじ同、合場るいてっな
能可るいてっ使をルネャ

。すまりあが性
を機信送のルネャチの別

。いさだく用使ご

るいてし信混 を機信送のルネャチの別
。いさだく用使ご

りよに動移の物や人
断遮が波電に的時一

るれさ

元枕のんさ者患を機信受
のし通見、かるけづ近に
しおなし置設に所場い良

。いさだくて

く太が線基の図電心
）入混のムハ（るな

時長を極電ポスィデ
が面着装、し用使間

るいてし燥乾

くてし換交と極電いし新
。いさだ

てし用使を布毛気電
るい

なし断遮を波電の機信送
ーシに布毛気電にうよい
だくてけかをーバカドル

。いさ

さ地接がタニモ信受
いないてれ

P3 ーコ源電き付グラプ
接を置装、てし用使をド

。いさだくてし地
照参書明説扱取のタニモ信受

フムハのタニモ信受
が定設のタルィ FFO

るいてっなに

NO 。いさだくてしに
照参書明説扱取のタニモ信受

受信状態を3つのLEDの点灯／点滅
で表示します。

電池交換表示LED
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清掃・消毒
［注］/送信機および受信機の清掃、消毒を行う際は、必ず電池を抜

いてから行ってください。
/送信機および受信機は滅菌できません。

清　掃
以下の薬液を含ませた柔らかい布で拭いた後、乾いた柔らかい布
で拭きます。
/消毒用エタノール
（日本薬局方15 ℃でエタノール76.9～81.4 V/V%）

/水で薄めた中性洗剤

消　毒
以下の薬液を含ませた柔らかい布で拭くか、または噴霧します。
/グルタルアルデヒド（ステリハイド®、サイデックス®など）.. 2 ％
/塩酸アルキルジアミノエチルグリシン（テゴー51®など）... 0.5 ％
/塩化ベンザルコニウム（オスバン®など）............................ 0.2 ％
/塩化ベンゼトニウム（ハイアミン®など）............................. 0.2 ％
/グルコン酸ヘキシジン（ヒビテン®など）............................. 0.5 ％

［注］®を付した表示は、各社の商標です。

廃　棄

電池の廃棄
［注］送信機および受信機を廃棄するときには、それぞれ電池を抜

き取ってください。

使用済みの電池は、各自治体のゴミ分別に従って廃棄してください。

ディスポ電極の廃棄
使用済みのディスポ電極は、医療廃棄物として、専門の業者に依頼
して廃棄処理してください。

使用上の注意

使用注意（次の患者には慎重に適用すること）
/ペースメーカ使用患者への使用［ペースメーカパルスの検出機
能がないため、誤った心拍数を表示することがある］

重要な基本的注意

全般的な注意事項
/電極は日本光電製の専用ディスポ電極を使用してください。
また、電極の取扱いについては、「ディスポ電極 T ビトロード」の
添付文書を参照してください。

/患者の周囲では、携帯電話や小型無線機など（施設の管理者が
使用を許可したPHS端末機を除く）の電源を切ってください。
携帯電話や小型無線機などが発する電波を心電図波形と誤認
し、誤った測定値を表示することがあります。

/「取扱い上の注意」に記載されている設置条件を守って、送信機
と受信機を設置してください。（P.7参照）

/送信機を装着した状態でプールや風呂に入らないでください。
感電したり、電池の液漏れなどによりケガをすることがあります。

/送信機に薬液および汚水などが付着したら清掃を行い、完全に
乾燥させてから使用してください。濡れた状態で使用すると、患
者および操作者が電撃を受けることがあります。

/チャネル管理者を任命し、計画的なチャネル管理を行ってくださ
い。

/同一チャネルを同じ部屋、施設などで使用しないでください。

電池について
/電池の取扱いを誤ると、発熱・破裂などにより、ケガをすることが
あります。電池を硬貨や鍵、鎖などの電気を通す金属類と一緒に
保管したり、水滴がついた状態で保管しないでください。

/電池は、充電、ショート、分解、加熱、火中への投入などをしないで
ください。液漏れしたり破裂することがあります。
万一、液漏れしたアルカリ性溶液が眼に入ったときは、きれいな
水で洗った後、直ちに医師の治療を受けてください。皮膚や衣服
に付着した場合には、きれいな水で洗い流してください。

/電池は、高温・高湿の場所や温度変化の大きいところ、あるいは、
直射日光の当たる場所を避けて保管してください。

/電池は、患者や幼児の手の届かない所に保管してください。万
一、飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。

相互作用（併用禁忌・禁止：併用しないこと）

等称名の器機療医 法方置措・状症床臨 子因険危・序機

　置装療治素酸圧高
）用数人多／用人一（ 止禁用使 を災火はたま発爆

るあがとこすこ起

びよおスガ酔麻性燃可
で内気囲雰素酸度濃高

用使の
止禁用使 を災火はたま発爆

るあがとこすこ起

置装断診像画鳴共気磁
（ IRM ）置装

IRM きとう行を査検
さ続接に置装本、は
びよお極電るいてれ
類サーュデスンラト
す外り取らか者患を

とこ

りよに力電起導誘
患で熱発な的部局
こう負を傷熱が者

るあがと
、は細詳 IRM 置装

指の書明説扱取の
とこう従に示

置装環循助補
（ PBAI ）置装 装を図電心たし信受

しと号信ガリトの置
とこいなし用使て

イパスの時波電弱
と拍心でズイノク
がガリトな係関無
誤が置装、りかか

るす作動
置装断診波音超

相互作用（併用注意：併用に注意すること）

除細動器
/除細動を行うときは、本装置の電極または貼付してある薬剤から
なるべく離して通電してください。接触のおそれがある場合は、
電極または薬剤を取り除いてください。［除細動器のパドルがこ
れらの物に直接触れると、放電エネルギによりその部位で熱傷
を生じます。］

/除細動を行うとき周囲の者は、患者の体の一部および患者に接
続されている装置やコード類の金属部分には触れないでくださ
い。［放電エネルギにより電撃を受けます。］

妊婦、産婦、授乳婦および小児等への適用
/専用の電極が、新生児および低出生体重児には対応していない
ため使用できません。

貯蔵・保管方法および使用期間等

保　管
受信機のホックに送信機を取り付けて保管します。
同一チャネルの送信機、受信機をペアにして管理してください。

使用環境条件
温度範囲 5～40 ℃
湿度範囲 30～85 %（結露なきこと）
気圧範囲 70～106 kPa

保存環境条件
温度範囲 －20～65 ℃
湿度範囲 10～95 %（結露なきこと）
気圧範囲 70～106 kPa

耐用期間
4年（当社データの自己認証による）
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製造販売 

日本光電富岡株式会社 製造業者 

東京都新宿区西落合1-31-4  〒161-8560  
  （03）5996-8000（代表）Fax（03）5996-8091

取扱い上の注意

送信機設置時の注意
/使用時に波形にノイズが発生する場合は、受信機を送信機に近
づけてください。

/電気メス使用時は、電気メスの放電によりベッドサイドモニタ上
の心電図にノイズが混入します。

/長時間連続してご使用になる場合は、定期的に専用ディスポ電
極の交換を行ってください。

/操作者が送信機に触れるなどして帯電した静電気放電により、
一時的に波形にスパイクノイズが入り、誤った数値を表示するこ
とがあります。このような場合は、室内の加湿を行い、静電気の発
生を低減してください。

受信機設置時の注意
/受信機は微弱な電波を受信するため、他の電子機器が発生する
高周波ノイズが妨害電波となり受信状態が悪化する場合があり
ます。このため受信機は他の電子機器類からできるだけ離して
使用してください。

/受信機の混信LEDが赤色に点滅している場合、他の電子機器か
らの放射ノイズなどが混信の原因になっていることがあります。
妨害の原因となる電子機器を特定し電源をオフにするか、受信
機との距離を離してください。

/受信した波形にノイズが重畳する場合は受信限界に近い状態で
す。受信機をできるだけ送信機に近づけて良好な受信状態でご
使用ください。

/受信機は金属面からなるべく離して設置してください。
金属面が受信機付近にあるとアンテナ利得が低下し受信感度が
劣化する場合があります。
ベッドサイドモニタの架台のカゴや引き出しなど、金属で囲まれ
た中に受信機を置かないでください。受信機はできるだけ患者
さんの枕元の近くに置くか、ベッドサイドにつり下げるなどして
周囲の金属部に受信機が接触しないようにしてください。

/送・受信機は微弱無線で運用しているので、受信範囲は3m程度
です。患者さんに装着した送信機と受信機との間を人が通過し
たり、周囲の金属など電波の反射物があるとフェ－ジングにより
電波の瞬断が起きる場合があります。

/受信機は送信機から見通しのよい場所に設置してください。
/飛行場（航空無線施設）に隣接する一部地域によっては、航空無
線から妨害を受け、受信状態が悪化する場合があります。

/中継コードを持って、受信機を振り回したり揺すったりしないでく
ださい。

/受信機は、倒れやすいものにつり下げないようにしてください。

保守・点検に係る事項

始業点検・終業点検・定期点検
本送信機、受信機を使用する前および使用後は、必ず以下の点検を
行って、装置が正常かつ安全に使用できることを確認してくださ
い。
もし異常が認められた場合は、「トラブル時の対策」「清掃・消毒」
「廃棄」の項を参照して適切な処置を行ってください。

点検後、装置の故障が考えられる場合は、分解等せずに「使用禁止」
「修理依頼中」などの表示を行い、当社営業員までご連絡ください。

目　項 容　内

始
業
時

観　外 かいなは損破のどなれ割びひやれぶやに部各

かいないてれ濡で体液のどな水

ま、かいないてし失紛はーバカの部容収池電
かいなはきつたがやみ緩、た

池　電 かいし正は）性極（き向の池電

かいないていつたがが池電でん緩がネバ池電

ルネャチ し用使をのものルネャチじ同は機信受と機信送
かるいて

イサドッベ
タニモド

かいし正は定設のタニモ
：定設数極電・ 3
導誘　：定設導誘・

：定設吸呼・ FFO

中定測 かいなが熱発な常異

かいないてでが響影に器機るいてし用使で囲周

終
業
時

管保・理整 かたし外り取を池電の機信送

かたし外り取を池電、しにフオを源電の機信受

を毒消・掃清、はに合場たいてれ濡でどな液薬
かたせさ燥乾に全完、い行

っなくな少が量残の品耗消のどな極電ポスィデ
かいないて

か切適は法方棄廃の池電のみ済用使

定期点検
本送信機および受信機は、患者さんの状態を把握するための受信
モニタの構成品です。
送信機および受信機の機能の低下や損失は、誤診断の原因となり
ます。
製造元の定める周期に従って、定期的に点検を行い、正常に動作す
るかの点検作業と摩耗部品の交換を行ってください。
送信機および受信機を含めたモニタシステムを安心して使用して
いただくために、各種の点検を実施する当社の「定期点検契約」ま
たは「保守契約」をお結びください。
契約についての詳細は、当社営業員までお問い合わせください。

保守部品の保有期間について
当社が本送信機および受信機の保守・修理を請け負える期間は、納
入から6年となっています。
ただし、送信機の補修用部品は、電池カバーのみです。受信機は電
池カバーを含む本体も対応しています。
なお、本送信機および受信機の補修用部品（製品の機能を維持する
ために必要な部品）は、本製品の販売中止から最低6年間保有して
います。
この部品保有期間を修理可能期間とさせていただきます。
/購入された時期によっては、保有期間が短縮されていることが
あります。

/保有期間を経過した後も、修理個所によっては修理可能な場合
があります。

包　装
/送信機：1台単位で梱包
/受信機：1台単位で梱包

"



送信周波数

100番台

CHAN FREQ MHz
101 312.200
102 312.250
103 312.300
104 312.350
105 312.400
106 312.450
107 312.500
108 312.550
109 312.600
110 312.650
111 312.700
112 312.750
113 312.800
114 312.850
115 312.900
116 312.950

200番台

CHAN FREQ MHz
201 313.000
202 313.050
203 313.100
204 313.150
205 313.200
206 313.250
207 313.300
208 313.350
209 313.400
210 313.450
211 313.500
212 313.550
213 313.600
214 313.650
215 313.700
216 313.750

300番台

CHAN FREQ MHz
301 313.800
302 313.850
303 313.900
304 313.950
305 314.000
306 314.050
307 314.100
308 314.150
309 314.200
310 314.250
311 314.300
312 314.350
313 314.400
314 314.450
315 314.500
316 314.550

400番台

CHAN FREQ MHz
401 314.600
402 314.650
403 314.700
404 314.750
405 314.800
406 314.850
407 314.900
408 314.950
409 315.000
410 315.050
411 315.100
412 315.150
413 315.200
414 315.250
415 315.300
416 315.350


